





















































































































































み つ や ま
ッ山幸
さちこ
子、篇原　志信、向井　紀子、鏑木　清美
【目的】厚生労働省の推計値では認知症患者は2025年に700万人に達し65歳以上の5人
に1人が罹患する計算となる。Ａ病院では、平成28年から医師、認知症看護認定看護
師、ＭＳＷの計3名で認知症ケアチームを作りラウンドやカンファレンスを行ってい
るが、現場での認知症に対する看護力や対応能力は高いとは言えない現状であった。
そこで、認知症看護実践力を高める目的で平成29年に看護部委員会として認知症チー
ム会が発足し活動したことで一定の成果が見られたので報告する。【活動内容】　委
員は、認知症の理解と対応能力の向上に努めアンケート調査や認知症看護マニュア
ル作成に取り組んだ。「安心して過ごせる療養環境」を作成しシートにして配布した。
「記録チェックシート」を活用して、抑制帯解除に向けてのカンファレンス実施率の
向上を図った。【結果・考察】委員は院内外の研修に積極的に参加して今までの自己
の対応を見直しスタッフにアドバイスを行った。「安心して過ごせる療養環境」を部署
で掲示し「記録チェックシート」を作成し活用したことで認知症への意識が高まり抑
制帯解除に向けてのカンファレンス実施率は約70％から100％に上昇した。認知症患
者への関わりのアンケート結果は、委員会活動前は6点満点中の平均値4.23点、活動
後の平均値は4.33点と上昇度は軽度だったが、自由記載では「なぜ不穏になっている
か、何が不快か確認するようにしている。」「認知症ではなく、一人の患者さんとして
見るようになった。」との意見が聞かれた。さらに、認知症ケアチームの月平均介入
件数は22.5件から30.3件に増加し認知症ケアチームの活動の活性化にも繋がった。
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